
 

 

  

    
佐倉ひまわり通信 第 12号  令和 2年 2月          宇田みおこＨＰ 

 

 

 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

昭
和
３
９
年
８
月
９
日 

上
志
津
生
ま
れ 

臼
井
育
ち
。 

家
族 

夫
（
社
会
福
祉
法
人
経
営
）・
息
子
２

人
（
大
学
生
）
と
新
臼
井
田
在
住
。
息
子
夫
婦
・

孫
２
人
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
在
住
）。
母 

関
秀
（
講

道
館
女
子
柔
道
７
段
） 

佐
倉
市
立
佐
倉
幼
稚
園
、
臼
井
小
学
校
、
臼

井
中
学
校
、
県
立
四
街
道
高
校
、
東
洋
女
子
短

期
大
学
英
語
英
文
科
卒
。
在
米
女
子
柔
道
の
母

故
福
田
敬
子
先
生
（
柔
道
十
段
）
宅
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
合

格
。
同
国
に
て
神
学
校
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
う
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
財
）
国

際
開
発
セ
ン
タ
ー
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
Ｉ

Ｃ
Ｂ
Ｌ
傘
下
（
特
活
）
Ｊ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
地
雷
廃
絶
日

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、(

株)

日
本
フ
イ
ツ
シ
ヤ
、 

(

社
福)

下
総
プ
リ
ン
ス
ク
ラ
ブ
他
。 

地
域
活
動 

ば
ら
花
壇
の
手
入
れ
、
絵
本
読

み
聞
か
せ
、
高
齢
者
施
設
慰
問
、
自
治
会
パ
ト

ロ
ー
ル
、
踊
り
の
会
、
地
雷
廃
絶
日
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
会
員
他
。 

趣
味 

日
舞
、
太
極
拳
、
ヨ
ガ
、
柔
道
初
段
。 
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昨年の台風 15号、19号及び 10月 25日の大雨により、お亡くなりになられた方々に哀悼の意を表しますとともに、ご遺族、被害

に遭われた皆様に心よりお見舞いを申し上げます。現在も被災され生活再建が難しい方が佐倉市にもいらっしゃいます。安心できる生

活が一日も早く戻ることを心からお祈り申し上げますとともに、微力ながら力を尽くしてまいります。  

 

おかげさまで昨年４月の統一地方選で初当選をさせて頂き、令和元年６月、８月、１１月と佐倉市議会定例会において一般質問を行

い、皆さまの声を政策として提案することができました。しかしながら毎回検討中という回答が多く、いつまで検討が続くのかと挫けそ

うになる時もありますが、皆さまを信じ、自分を信じ精進してまいります。宇田みおこは初心を忘れず・私利私欲にとらわれず・是々

非々・市民目線を貫くことをお約束いたします。引き続き本年もご指導・ご協力のほど賜りますようお願い申し上げます。 宇田みおこ                      

 

佐
倉
市
の
み
で
支
給
さ
れ
て
い
る
市
議
へ
の
議
会

開
催
時
の
交
通
費
支
給
（
費
用
弁
償
）
廃
止
な
ら
ず 

 

ひ
ま
わ
り
通
信
第
１１
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
県
下
１
０
万
人
以
上
の
市
で
議
会
開
催

時
の
交
通
費
（
費
用
弁
償
）
を
支
給
し
て
い
る
の
は
佐
倉
市
だ
け
で
す
。
令
和
元
年
８
月
会
派
代

表
者
議
で
「
佐
倉
市
議
会
議
員
の
議
会
開
催
時
の
交
通
費
の
支
給
（
費
用
弁
償
）
廃
止
」
を
提
議

致
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
最
大
会
派
さ
く
ら
会
代
表
か
ら
「
議
員
の
費
用
弁
償
の
廃
止
に
関
し
て

は
、
近
隣
団
体
等
の
状
況
を
聞
い
た
う
え
で
、
検
討
の
是
非
を
含
め
て
考
え
た
い
。
」
と
の
意
見
が

あ
り
、
廃
止
と
な
る
の
で
は
と
淡
い
期
待
を
持
ち
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
11
月
会
派
代
表
者
会

議
で
は
、
「
交
通
費
の
実
費
を
支
払
う
の
は
妥
当
で
あ
る
。
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
残
念
な
が
ら

否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

＊
廃
止
に
賛
成 

共
産
党
・市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ひ
ま
わ
り
会 

 

平
成
３０
年
度
決
算
で
は
３
年
連
連
続
単
年
度
収
支
赤
字
、
経
常
収
支
比
率
９
４
．
１
％
と
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
佐
倉
市
の
た
め
に
は
、
経
常
的

経
費
の
削
減
が
必
須
で
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
公
共
施
設
の
利
用
料
等
の
ご
負
担
を
お
願

い
し
て
い
る
中
、
財
政
改
革
を
率
先
し
て
行
う
べ
き
議
会
、
地
方
公
共
団
体
全
体
に
対
す
る
奉
仕

者
で
あ
る
議
員
自
ら
が
襟
を
正
し
、
財
政
上
の
効
果
は
少
な
く
と
も
（
平
成
３０
年度
決
算
額

 

４
７
３
，
３
２
３
円
）経
費
削
減
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

 

費用弁償廃止日

我孫子市 平成１７年４月

市川市 平成２２年４月

印西市 平成１１月４月

浦安市 平成１5月４月

柏市 支給実績なし

山武市 平成２３年４月

白井市 平成１８年４月

千葉市 平成２０年４月

東金市 支給実績なし

冨里市 平成２０年１０月

流山市 支給実績なし

習志野市 平成１３年５月

成田市 支給実績なし

船橋市 平成１１年３月

松戸市 支給実績なし

八街市 平成１７年４月

八千代市 平成２０年４月

四街道市 平成２０年４月

近隣市費用弁償の実態

 

所

属

委

員

会 

 

●

議

会

運

営

委

員

会 

 

●

建

設

常

任

委

員

会 

 

●

広

報

公

聴

委

員

会 

去
る
一
一
月
一
七
日
、
佐
倉
時
代
ま

つ
り
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「核
兵
器
廃
絶
の
活
動
を
進
め
」が
削
除
さ
れ
た
第
５
次
佐
倉
市
総
合
計
画 

  

総
合
計
画
と
は
、
佐
倉
市
の
未
来
の
た
め
の
す
べ
て
の
計
画
の
基
本
で
あ
り
、
街
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
計
画
で
す
。 

 

第
５
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画 
「
基
本
施
策
５-

２ 

平
和
・
国
際
化 

施
策
内

容 

平
和
の
尊
さ
を
啓
発
し
、
恒
久
平
和
に
向
け
た
世
界
の
取
り
組
み
と
連
携
し
ま

す
。
」 

の
説
明
文
か
ら
第
４
次
総
合
計
画
に
は
明
記
さ
れ
て
い
た
「
核
兵
器
廃
絶
の
活

動
を
進
め
」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
佐
倉
市
平
和
都
市
宣
言
で
は
、
核
兵
器
の
全

面
禁
止
と
廃
絶
を
謳
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
は
核
兵
器
禁
止
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
ま

す
。
第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
こ
の
文
言
を
削
除
す
る
合
理
的
な
理
由
が
な
い
た
め
、

文
言
追
加
を
求
め
る
修
正
案
を
他
の
議
員
の
方
々
と
「総
合
計
画
関
連
議
案
審
査
特
別

委
員
会
」に
提
案
致
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 



 

問 

市
か
ら
聖
隷
・
東
邦
病
院
等
へ
無
料
送
迎
車
両
の
サ
ー

ビ
ス
要
望
や
、
市
で
無
料
送
迎
車
両
を
準
備
で
き
な
い
か
。 

答 

聖
隷
病
院
及
び
東
邦
大
学
病
院
へ
、
機
会
を
捉
え
て
伝

え
て
い
く
。
駅
等
か
ら
病
院
な
ど
の
特
定
施
設
へ
の
送
迎
用

の
車
両
を
市
が
準
備
す
る
な
ど
の
考
え
は
な
い
。 

 

３
．
鳥
獣
被
害
防
止
対
策 

６
、
８
月
議
会
に
続
き
質
問 

問 

佐
倉
市
議
会
意
見
交
換
会
で
多
く
の
農
業
関
係
者
か

ら
イ
ノ
シ
シ
等
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
切
実
な
要
望
を
頂
い

た
。
鳥
獣
被
害
対
策
専
門
部
門
設
置
を
求
め
る
。 

答 

環
境
部
と
産
業
振
興
部
が
連
携
し
、
両
部
で
対
策
会

議
を
開
催
す
る
な
ど
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い

る
。
対
策
強
化
の
た
め
、
６
月
補
正
予
算
で
、
各
種
の
支
援

策
を
措
置
し
、
現
在
両
部
の
連
携
の
も
と
で
実
行
を
進
め

て
い
る
。
現
行
体
制
で
対
策
を
着
実
に
実
施
し
つ
つ
、
今
後

の
状
況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

 

６
．
ご
み
問
題(

有
料
指
定
ご
み
袋
と
ご
み
収
集
制
度
の

改
善) 

 

６
、
８
月
議
会
に
続
き
質
問 

問 

有
料
指
定
ご
み
袋
の
６
分
別
に
分
け
た
理
由
を
問
う
。 

答 

各
分
別
品
目
は
処
理
が
異
な
る
た
め
。
燃
や
せ
る
ご
み

は
清
掃
組
合
で
焼
却
処
理
。
埋
め
立
て
ご
み
は
清
掃
組
合

に
搬
入
後
、
作
業
員
に
よ
り
再
度
分
別
し
た
後
に
埋
め
立

て
処
理
。
ビ
ン
や
カ
ン
は
清
掃
組
合
へ
搬
入
後
、
一
時
保
管

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
渡
す
。
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
と
紙
製
容
器
包
装
は
、
民
間
の
中
間
処
理
施
設
の
搬
入

後
、
異
物
を
取
り
除
き
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
渡
す
。 

問 

他
市
で
は
、
有
料
指
定
ご
み
袋
の
か
わ
り
に
専
用
の
コ

ン
テ
ナ
、
ネ
ッ
ト
、
袋
の
ほ
か
、
市
販
の
透
明
、
半
透
明
の
袋

等
を
使
用
し
て
い
る
。
他
市
の
現
状
に
つ
い
て
の
見
解
は
。  

答 

当
市
は
分
別
の
徹
底
や
収
集
の
迅
速
化
、
路
上
設
置

の
集
積
所
が
半
数
以
上
あ
る
現
状
を
考
慮
し
、
現
在
の
収

集
体
制
が
適
し
て
い
る
と
現
時
点
で
は
判
断
し
て
い
る
。 

問 

指
定
ご
み
袋
の
年
間
売
上
高
、
枚
数
を
問
う
。 

答 

製
造
販
売
は
認
定
事
業
者
が
行
っ
て
お
り
。
価
格
に
ご

み
処
理
の
経
費
は
含
め
て
い
な
い
の
で
。
売
上
高
の
報
告
は

事
業
者
に
求
め
て
い
な
い
。 

販
売
枚
数
（
平
成
30
年
度
実

績
）は
、
燃
や
せ
る
ご
み
袋
約
８
４
３
万
７
千
枚
、
埋
め
立
て

ご
み
約
１
７
万
７
千
枚
、
ビ
ン
約
２
２
万
３
千
枚
、
カ
ン
約

３
４
万
９
千
枚
、
紙
製
が
約
１
９
万
１
千
枚
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
約
１
２
９
万
５
千
枚
で
、
合
計
約
１
，
０
６
７
万
２
千

枚
。 

問 

売
上
金
は
、
市
に
一
円
も
還
元
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。 

答 

い
な
い
。
ご
み
処
理
費
用
の
上
乗
せ
は
、
減
量
化
や
リ

サ
イ
ク
ル
の
徹
底
、
負
担
の
公
平
化
が
目
的
。
ご
み
処
理
費

用
の
市
民
へ
の
さ
ら
な
る
負
担
に
つ
い
は
、
ご
み
処
理
の
状
況

等
総
合
的
に
見
き
わ
め
た
上
で
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。 

    

議
案
第
９
号
か
ら
第
12
号
に
反
対 

 

〇
議
案
第
９
号
、
第
10
号 

議
会
の
議
員
、
市
長
及
び

特
別
職
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
、
０.

０
５
月
分
を
引
き
上

げ
る
条
例
改
正
案
に
反
対
。 

 

〇
議
案
第
11
号 

一
般
職
職
員
の
月
例
給
に
つ
い
て
平

均
で
０.

２
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
に
つ
い
て

０.

０
５
月
分
の
引
き
上
げ
、
住
居
手
当
の
引
き
上
げ
等

の
条
例
改
正
案
に
反
対
。 

 

〇
議
案
第
12
号
「
国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の

基
準
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
伴
い
、
選
挙
長
等
の
報

酬
の
額
を
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
に
反
対
。 

 

度
重
な
る
台
風
、
大
雨
で
は
、
佐
倉
市
に
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
、
大
変
な
思
い
、
生
活

を
さ
れ
て
い
る
市
民
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

佐
倉
市
の
災
害
対
策
の
問
題
点
、
課
題
点
も
多
く
、

災
害
対
策
、
復
興
支
援
に
も
更
な
る
予
算
を
組
む
必
要

が
生
じ
ま
す
。
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
城
址
公
園
も
以

前
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
多
く
の
市
民

の
方
か
ら
不
安
の
声
を
頂
い
て
い
る
ほ
ど
で
す
。 

 

市
議
会
議
員
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
市
長
及
び
特
別

職
は
、
自
ら
が
歳
出
の
削
減
に
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き

だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
ま
た
、
佐
倉
市
職
員
の
給
与
は
、

時
間
外
勤
務
手
当
が
多
い
た
め
と
は
い
え
、
平
成
３
０
年

４
月
に
お
い
て
、
浦
安
市
、
印
西
市
に
次
ぐ
県
下
第
３
位

で
し
た
。
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

中
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
判
断
し
、
反
対
し
ま
し
た
。 

 

残
念
な
が
ら
、
以
下
の
表
の 

と
お
り
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案 

の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

宇
田
み
お
こ 

１１
月
議
会
一
般
質
問
概
要 

★
佐
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
本
会
議
録
画
配
信
中 

１
．
経
常
的
経
費
の
削
減 

６
、
８
月
議
会
に
続
き
質
問 

問 

佐
倉
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
国
家
公
務
員
給
料
を

１
０
０
と
し
た
場
合
の
地
方
公
務
員
の
給
料
水
準
を
示

す
）
は
１
０
１
．
９
で
県
内
第
９
位
。
全
国
順
位
は
指
定
都

市
及
び
中
核
市
を
除
く
全
市
区
町
村
１
，
６
６
７
団
体
中

33
位
。
一
般
行
政
職
の
平
均
給
与
月
額
（
平
均
給
料
月
額

＋
平
均
諸
手
当
月
額
）
は
、
浦
安
市
、
印
西
市
に
続
き
、
県

内
で
第
３
位
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

答 

職
員
構
成
や
昇
進
制
度
な
ど
、
地
方
自
治
体
と
国
で

は
差
異
が
あ
る
。
佐
倉
市
の
給
与
制
度
は
、
千
葉
県
人
事

委
員
会
勧
告
に
準
拠
し
て
お
り
、
適
正
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
千
葉
県
公
表
の
平
成
30
年
４
月
分
の
給
与
額

は
時
間
外
勤
務
手
当
（
４
万
６
３
０
円
）
の
支
給
が
多
か
っ

た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
給
料
や
各
種
手
当
に
係
る
制
度

自
体
が
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
な
い
。 

問 

経
常
的
経
費
の
削
減
の
た
め
14
年
間
開
催
さ
れ
て
い

な
い
市
長
等
報
酬
等
審
議
会
開
催
決
定
意
思
は
あ
る
か
。 

答 

現
時
点
で
開
催
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。  

 

２
．
高
齢
者
・
妊
産
婦
・
子
育
て
世
代
等
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実 
６
、
８
月
議
会
に
続
き
質
問 

 

問 

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
。 

答 

デ
ジ
タ
ル
化
改
修
事
業
が
今
年
度
中
に
完
了
予
定
。

デ
ジ
タ
ル
設
備
へ
改
修
し
、
市
内
44
カ
所
に
増
設
を
行
う
。

高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
り
、
難
聴
区
域
の
改
善
を
図
る
。 

問 

登
録
制
の
防
災
メ
ー
ル
の
他
に
何
度
も
聞
く
こ
と
の
で

き
る
防
災
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
広
く
周
知
す

る
た
め
に
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル(

０
１
２
０ 
７
１
１ 

５
０
８)

を
明
記
し
た
カ
ー
ド
の
配
布
や
、
高
齢
者
や
聴
覚
障
害
者

の
方
等
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
開
始
を
求
め
る
。 

問 

高
齢
者(

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
を
含
む)
・
妊
産

婦
・
子
育
て
世
代
等
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
確
立
の

現
在
の
検
討
状
況
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

庁
内
関
係
機
関
と
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
。
引
き
続
き

幅
広
い
視
点
か
ら
研
究
し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。 

問 

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
緊
急
措
置
、
安
全
装
置
を
取

り
付
け
る
器
具
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
確
立
の
現
在
の

検
討
状
況
・進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。  

問 

南
部
地
域
か
ら
Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
と
聖
隷
・
東
邦
病
院
を

直
通
で
結
ぶ
公
共
交
通
の
確
保
が
必
須
。
病
院
等
へ
の
円
滑

な
乗
り
継
ぎ
や
乗
り
換
え
回
数
が
少
な
く
な
る
よ
う
な
ダ

イ
ヤ
運
行
を
千
葉
グ
リ
ー
ン
バ
ス
㈱
へ
要
望
し
て
い
る
か
。 

答 

新
た
な
路
線
の
新
設
を
含
め
要
望
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
対
応
な
ど
に
つ
い
て
は
、
伺
っ
て
い
な
い
。 
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一
般
質
問
を
終
え
て 

近
隣
市
の
よ
う
に
資
源
ご
み
の
缶
や
瓶
は
１
個
、
１
本
か

ら
回
収
で
き
な
い
か
？
ご
み
袋
が
た
ま
ら
な
い
等
改
善
を
求

め
る
声
を
多
く
頂
き
、
他
市
の
ご
み
収
集
所
を
注
意
し
て

見
る
こ
と
を
始
め
た
。
ス
ー
パ
ー
で
は
他
市
と
の
ご
み
袋
の
種

類
、
価
格
を
比
較
。
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
の
分
別
の
必
要
性

は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
市
に
一
円
も
還
元

さ
れ
な
い
ゴ
ミ
袋
を
買
い
続
け
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
な
の

か
？
次
の
表
に
類
似
団
体
等
の
実
態
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の

市
は
、
有
料
指
定
ご
み
袋
の
か
わ
り
に
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
、
ネ

ッ
ト
、
袋
、
市
販
の
透
明
、
半
透
明
の
袋
等
を
使
用
し
て
い

る
。
ご
み
問
題
は
今
や
地
球
規
模
の
問
題
。
消
費
税
が

10
％
に
な
り
家
計
も
厳
し
い
。
何
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
か
を
住

民
と
と
も
に
話
し
合
う
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

市川市 ３種類 燃やすごみ・燃やさないごみ・プラスチック製容器包装用

印西市 ３種類 燃やすごみ・燃やさないごみ・プラスチック製容器包装用

四街道市 １種類 可燃ごみ

酒々井町 ４種類 燃やせるごみ・燃やせないごみ・カン・ビン

習志野市 ２種類 燃えるごみ・燃えないごみ

松戸市 １種類 燃やせるごみ

千葉市 ２種類 可燃ごみ・不燃ごみ

柏市 ２種類 可燃ごみ・プラスチック製容器包装用

八千代市 ２種類 可燃ごみ用・不燃ごみ・有害ごみ用

流山 なし

＊習志野市は市指定のごみ袋に入れなくてもよく、透明、半透明の袋でも回収

類似団体・近隣市の有料指定ごみ袋の実態

 

 

 

さくら
会

公明
党

自民

さくら

市民

ネット

共産
党

藤崎 宇田 高橋 稲田 玉城 斎藤

第9号 〇 〇 〇 × × × × × × × 〇

第10号 〇 〇 〇 × × × × 〇 × × 〇

第11号 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇

第12号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇

議案第９号から１２号　賛否一覧　　（順不同、敬称略）

 

気候変動対応技術とその

支援制度をセットで導入した優

良事例の取り組み現場（四街

道市㈲ゆうき・佐倉市の農家）

を訪問するフィールドツアー。

間伐材や竹で作ったバイオ炭

を畑に埋めることで大気中のＣ

Ｏ２削減と土壌改良を同時に

行うことができる。その畑で栽

培された野菜を「地球を冷や

す野菜」を意味する「クルベ

ジ」としてブランド販売する取り

組みである。とても有意義な時

間を過ごさせて頂きました。 

関係者の皆さま、機会を頂

きありがとうございました(*^^*) 

１１月７日 Ｇ２０首席農業研究者会議 

 フィールドツアーに参加させて頂きました 

 


